
(57)【要約】

【課題】　カラス等の鳥獣によるゴミの散乱や不法投棄

を防止し、しかも、軽量で大事故の発生を防止でき、か

つ、壊れづらい出入扉を備えるゴミ保管庫の提供するこ

と。

【解決手段】　人の背丈よりも長い３本以上の支柱２ｃ

と、隣り合う支柱２ｃの上端部に架設する梁材２ｆ，２

ｅと、を基本的な骨格として構成される箱形フレーム２

ａと、箱形フレーム２ａの前面において、人が立ったま

ま通れる出入口２ｉと、出入口２ｉを除く箱形フレーム

２ａの側面及び天井面の開口を覆う仕切材２ｂと、出入

口２ｉを開閉する昇降式のカーテン３と、出入口２ｉの

上方にあって、昇降式カーテン３を昇降駆動するための

駆動手段１００と、昇降式カーテン３の最下部を出入口

２ｉ底部にロックするカーテンロック手段５３，６３と

、を備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 人 の 背 丈 よ り も 高 い ３ 本 以 上 の 支 柱 と 、 隣 り 合 う 前 記 支 柱 の 上 端 部 に 架 設 す る 梁 材 と 、
を 基 本 的 な 骨 格 と し て 構 成 さ れ る 箱 形 フ レ ー ム と 、
　 前 記 箱 形 フ レ ー ム の 前 面 に お い て 、 人 が 立 っ た ま ま 通 れ る 出 入 口 と 、
　 前 記 出 入 口 を 除 く 箱 形 フ レ ー ム の 側 面 及 び 天 井 面 の 開 口 を 覆 う 仕 切 材 と 、
　 前 記 出 入 口 を 開 閉 す る 昇 降 式 の カ ー テ ン と 、
　 前 記 出 入 口 の 上 方 に あ っ て 、 前 記 昇 降 式 カ ー テ ン を 昇 降 駆 動 す る た め の 駆 動 手 段 と 、
　 前 記 昇 降 式 カ ー テ ン の 最 下 部 を 前 記 出 入 口 底 部 に ロ ッ ク す る カ ー テ ン ロ ッ ク 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ゴ ミ 保 管 庫
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 仕 切 材 が 網 板 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 昇 降 式 カ ー テ ン が ゴ ル フ 用 ネ ッ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載
の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 昇 降 式 カ ー テ ン の 最 下 部 に 前 記 出 入 口 の 横 幅 よ り 長 い バ ー を 備 え 、 前 記 バ ー が 昇 降
可 能 に 前 記 出 入 口 に 付 設 さ れ 、 前 記 駆 動 手 段 に よ り 前 記 バ ー を 昇 降 さ せ る こ と に よ り 、 前
記 昇 降 式 カ ー テ ン を 昇 降 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の ゴ ミ
保 管 庫 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 昇 降 式 カ ー テ ン の 前 記 最 下 部 バ ー が 保 護 具 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記
載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 カ ー テ ン ロ ッ ク 手 段 が 、 前 記 出 入 口 の 下 部 に 備 わ る ソ レ ノ イ ド ス イ ッ チ に よ り 、 前
記 最 下 部 バ ー を ロ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 昇 降 式 カ ー テ ン の 閉 扉 す る 場 合 に 、 前 記 駆 動 手 段 の 駆 動 を 停 止 す る と と も に 、 前 記
駆 動 手 段 に 備 わ る 制 動 装 置 を 解 除 し 、 前 記 バ ー を 自 重 に よ り 落 下 さ せ る こ と で 、 前 記 昇 降
式 カ ー テ ン を 降 下 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 昇 降 式 カ ー テ ン が ゴ ル フ 用 ネ ッ ト で あ っ て 、 前 記 ゴ ル フ 用 ネ ッ ト が 前 記 バ ー を 最 下
部 以 外 に も 備 え 、 前 記 ゴ ル フ 用 ネ ッ ト の 縦 糸 に 交 互 に 挟 み 込 む こ と に よ り 、 前 記 バ ー を 挿
着 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 駆 動 手 段 が 電 動 で 作 動 し 、 前 記 駆 動 手 段 を 電 動 で 作 動 さ せ る た め の ス イ ッ チ を 前 記
出 入 口 の 近 傍 に 備 え る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 駆 動 手 段 を 電 動 で 作 動 さ せ る た め の ス イ ッ チ が 、 ゴ ミ 保 管 庫 内 に も 備 わ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 駆 動 手 段 を 電 動 で 作 動 さ せ る た め の ス イ ッ チ が 、 自 動 復 帰 型 で 、 押 し 続 け て い る 間
に 限 り 、 前 記 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ま た は １ ０ に 記 載 の ゴ ミ 保
管 庫 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 駆 動 手 段 作 動 時 に 、 ブ ザ ー が 鳴 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ～ １ １ の い ず れ か
に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 昇 降 式 カ ー テ ン を 前 記 出 入 口 の 上 昇 限 界 ま た は 下 降 限 界 で 、 前 記 昇 降 式 カ ー テ ン の
昇 降 を 停 止 さ せ る た め の 昇 降 限 界 停 止 手 段 を 備 え る こ と こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ２
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の い ず れ か に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 駆 動 手 段 と 前 記 カ ー テ ン ロ ッ ク 手 段 の 作 動 を 週 間 タ イ マ に よ り 制 御 す る を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 箱 形 フ レ ー ム の 上 面 に ソ ー ラ パ ネ ル を 備 え 、 前 記 ソ ー ラ パ ネ ル の 給 電 に よ り ゴ ミ 保
管 庫 に 備 わ る 駆 動 系 及 び 制 御 系 の 各 手 段 を 作 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ４ の
い ず れ か に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 昇 降 式 カ ー テ ン を 手 動 で 可 動 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ５ い
ず れ か に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 コ 字 型 囲 壁 を 有 す る ゴ ミ 置 き 場 を 改 修 す る た め に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
～ ６ の い ず れ か に 記 載 の ゴ ミ 保 管 庫 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ゴ ミ 置 き 場 に 設 置 さ れ る ゴ ミ 保 管 庫 に 係 り 、 特 に 、 道 路 に 開 口 す る コ の 字
状 囲 壁 を 備 え る ゴ ミ 置 き 場 を 改 修 す る に 好 適 な ゴ ミ 保 管 庫 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 集 合 住 宅 等 の ゴ ミ 置 き 場 は 、 建 築 コ ス ト を 低 減 さ せ る 等 の 理 由 か ら 間 口 の 大 き く
開 い た オ ー プ ン タ イ プ が 主 流 に な っ て い る 。 こ の オ ー プ ン タ イ プ の ゴ ミ 保 管 庫 は 、 扉 な ど
の 付 い た 小 屋 状 の ク ロ ー ズ タ イ プ と 異 な り 、 ゴ ミ が 放 置 さ れ た 状 態 に な っ て お り 、 カ ラ ス
等 の 鳥 獣 に 荒 ら さ れ て 周 囲 に 散 乱 す る 被 害 が 多 発 す る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 被 害 を 防 ぐ た め 、 指 定 日 以 外 の ゴ ミ 出 し の 禁 止 や 、 ゴ ミ 置 き 場 に 出 し た ゴ ミ
に ゴ ル フ な ど に 用 い ら れ る ネ ッ ト を 被 せ る 等 の 処 置 が な さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 指 定 日 に ゴ ミ 出 し を し て も 、 ゴ ミ 回 収 車 が 来 る 前 に 鳥 獣 に よ り ゴ ミ が 荒 ら さ て
し ま っ た り 、 ゴ ミ に ゴ ル フ 用 ネ ッ ト を 被 せ て も 鳥 獣 が ネ ッ ト を 捲 り 揚 げ て ゴ ミ を 散 乱 し て
し ま う 等 の 被 害 が あ っ た 。 よ っ て 、 こ れ ら の 処 置 は 抜 本 的 な 解 決 策 に な っ て い な い こ と が
あ っ た 。 ま た 、 こ れ ら の 処 置 は 、 不 法 投 棄 の 防 止 に は 、 全 く 対 策 と な っ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 カ ラ ス 等 の 鳥 獣 に よ り ゴ ミ が 荒 ら さ れ る こ と を 防 止 し 、 不 法 投 棄 に つ い て も 有
効 に 防 止 す る ご み 集 積 用 囲 体 が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 特 許 文 献 １ で は 、 図 １ ６ 、 １ ７ に 示 す よ う に 囲 体 １ ６ １ は 、 囲 い 本 体 １ ６ ２ 、 出 入
扉 １ ６ ３ 及 び 天 板 １ ６ ４ と 、 に よ っ て 箱 状 体 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 囲 い 本 体 １ ６ ２ は 、
住 宅 地 区 の ご み 集 積 場 所 に 設 置 さ れ て 各 世 帯 か ら 出 さ れ て 集 積 さ れ た 各 種 の ご み １ ７ １ の
全 体 を 囲 っ て 、 一 時 保 管 で き る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 囲 い 本 体 １ ６ ２ 及 び 出 入 扉 １ ６ ３ は フ ェ ン ス ネ ッ ト 、 ラ ス 網 等 の 網 板 材 で 形 成 さ れ て お
り 、 天 板 １ ６ ４ は 金 属 板 材 で 形 成 さ れ て い る 。 天 板 １ ６ ４ の 上 面 に は 太 陽 電 池 １ ６ ５ が 載
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 出 入 扉 １ ６ ３ は 囲 い 本 体 １ ６ ２ の 出 入 口 １ ７ ２ に 左 右 方 向 に 摺 動 可 能 に 取 付 け ら れ て お
り 、 取 手 １ ６ ６ を 把 持 し て 開 閉 さ れ る 。 ま た 、 出 入 扉 １ ６ ３ の 側 端 部 に は 、 出 入 口 １ ７ ２
の 左 側 開 口 縁 に 取 付 け ら れ て 上 下 動 す る 図 示 し な い 電 磁 ロ ッ ク ピ ン と 掛 合 し て 出 入 扉 １ ６
３ を 施 錠 す る コ 字 状 の 掛 合 枠 １ ７ ３ が 取 付 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 電 磁 ロ ッ ク ピ ン は 出 入 扉 １ ６ ３ の 左 側 に 取 付 け ら れ た 施 錠 規 制 ボ ッ ク ス １ ６ ７
か ら の 信 号 を 受 け て 電 磁 ロ ッ ク が Ｏ Ｎ 、 Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 し 、 ピ ン が 上 下 動 し て 出 入 扉 １ ６ ３ の
掛 合 枠 １ ７ ３ と 掛 合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 施 錠 規 制 ボ ッ ク ス １ ６ ７ に は 、 図 示 し な い が 、 識 別 カ ー ド の 情 報 を 読 取 る 読 取 回
路 、 施 錠 解 除 数 を 数 え て ご み 出 し 回 数 等 を 演 算 す る 演 算 回 路 、 ご み 出 し 回 数 等 を 記 憶 す る
記 憶 回 路 な ど が 組 込 ま れ た マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ が 内 蔵 さ れ て い る 。 そ し て 、 マ イ ク ロ コ
ン ピ ュ ー タ に 内 蔵 さ れ た 時 計 機 構 と 予 め 設 定 さ れ た 日 付 及 び ご み の 種 類 と に よ っ て ご み 出
し 当 日 に 投 棄 可 能 な ご み の 種 類 を 図 示 し な い 表 示 ラ ン プ で 点 灯 表 示 す る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 駆 動 に 必 要 と す る 電 源 と し て は 交 流 電 源 、 或 い は 、 囲 体 １ ６ １
の 天 板 １ ６ ４ 上 に 載 置 さ れ た 太 陽 電 池 １ ６ ５ か ら 供 給 さ れ た 電 流 を 蓄 積 す る バ ッ テ リ ー 電
源 な ど が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の ご み 集 積 用 囲 体 １ ６ １ に よ れ ば 、 集 積 さ れ た ご み の 全 体 が 囲 い 本 体 １ ６ ２ に よ っ て
覆 わ れ て い る た め 、 鳥 獣 が ゴ ミ を 散 ら か す 被 害 を 防 止 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 特 に 、
囲 い 本 体 １ ６ ２ の 出 入 扉 １ ６ ３ は 平 時 は 施 錠 さ れ て お り 、 投 棄 許 可 情 報 の 入 力 に よ っ て の
み 施 錠 を 解 除 し 、 外 側 か ら 出 入 扉 １ ６ ３ を 開 く こ と が で き る の で 、 地 区 内 住 民 な ど 一 定 の
者 だ け が ご み を 投 入 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 地 区 外 者 が 不 法 に ご み を 囲 体 １ ６ １ 内
に 投 棄 す る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ の 結 果 、 地 区 内 住 民 等 が か か る ご み の 処 分 の た め に 迷 惑 を 被 っ た り 、 不 必 要 な ご み 処
理 量 を 支 払 う 不 具 合 を 解 消 す る こ と が で き る 。 ま た 、 囲 い 本 体 １ ６ ２ に 太 陽 電 池 １ ６ ５ が
取 付 け ら れ て い る の で 、 交 流 電 源 の な い 場 所 で も 囲 体 １ ６ １ を 設 置 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ２ ２ ３ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し 、 出 入 扉 １ ６ ３ は フ ェ ン ス ネ ッ ト 、 ラ ス 網 等 の 網 板 材 で 形 成 さ れ て い る た め 、 重
量 が 大 き く 、 開 閉 に は 大 き な 力 が 必 要 と な る 。 ま た 、 出 入 扉 １ ６ ３ の 開 閉 時 に 身 体 を 挟 む
よ う な こ と が 起 る と 、 出 入 扉 １ ６ ３ は 重 量 が 大 き く 剛 性 に 富 む た め 、 大 事 故 に つ な が る 可
能 性 が あ る 。 こ れ ら の 理 由 か ら 、 出 入 扉 １ ６ ３ を 軽 量 化 す る 方 法 が 考 え ら れ る が 、 出 入 扉
１ ６ ３ の よ う な 引 き 戸 は 、 構 造 的 に 強 度 を 必 要 と す る た め 、 軽 量 化 し た 場 合 に は 強 度 が 低
下 し 壊 れ や す く な る 。 ま た 、 天 板 １ ６ ４ は 金 属 板 材 で 形 成 さ れ 、 天 板 １ ６ ４ の 上 面 に は 太
陽 電 池 １ ６ ５ が 載 置 さ れ て い る た め 、 出 入 扉 １ ６ ３ を フ ェ ン ス ネ ッ ト 、 ラ ス 網 等 の 網 板 材
で 形 成 す る こ と が 必 須 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 従 来 の 技 術 が 有 す る 問 題 を 解 決 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ
り 、 カ ラ ス 等 の 鳥 獣 に よ る ゴ ミ の 散 乱 や 不 法 投 棄 を 防 止 で き 、 し か も 、 出 入 口 扉 を 軽 量 で
、 か つ 、 丈 夫 に で き る ゴ ミ 保 管 庫 の 提 供 を 目 的 と す る 。 ま た 、 特 に 、 図 １ ８ に 示 す マ ン シ
ョ ン 等 の 集 合 住 宅 に す で に 建 設 さ れ て い る コ 字 型 囲 壁 １ ８ １ か ら な る ゴ ミ 置 き 場 １ ８ ０ を
容 易 に 改 修 で き る ゴ ミ 保 管 庫 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 並 び に 作 用 効 果 に つ い て は 、 明 細 書 の 以 下 の 記 述 を 参 照 す る
こ と に よ り 、 当 業 者 で あ れ ば 容 易 に 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 は 、 人 の 背 丈 よ り も 高 い ３ 本 以 上 の 支 柱 と 、 隣 り 合 う 支 柱 の 上 端 部
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に 架 設 す る 梁 材 と 、 を 基 本 的 な 骨 格 と し て 構 成 さ れ る 箱 形 フ レ ー ム と 、 箱 形 フ レ ー ム の 前
面 に お い て 、 人 が 立 っ た ま ま 通 れ る 出 入 口 と 、 出 入 口 を 除 く 箱 形 フ レ ー ム の 側 面 及 び 天 井
面 の 開 口 を 覆 う 仕 切 材 と 、 出 入 口 を 開 閉 す る 昇 降 式 の カ ー テ ン と 、 出 入 口 の 上 方 に あ っ て
、 昇 降 式 カ ー テ ン を 昇 降 駆 動 す る た め の 駆 動 手 段 と 、 昇 降 式 カ ー テ ン の 最 下 部 を 出 入 口 底
部 に ロ ッ ク す る カ ー テ ン ロ ッ ク 手 段 と 、 を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 構 成 に よ れ ば 、 基 本 的 な 骨 格 と し て 構 成 さ れ る 箱 形 フ レ ー ム を 、 支
柱 と 梁 材 の 簡 単 な 構 造 に で き る た め 、 安 価 で 頑 丈 な ゴ ミ 保 管 庫 を 容 易 に 作 製 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 既 存 の ゴ ミ 置 き 場 の 形 状 に 合 わ せ て 支 柱 を 配 置 す る こ と に よ り 箱 形 フ レ ー ム
を 容 易 に 作 製 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ゴ ミ 保 管 庫 内 に 人 が 歩 け る 空 間 を 形 成 す る こ と が
で き 、 ゴ ミ 出 し や ゴ ミ 収 集 作 業 を 容 易 に す る こ と が で き る 。 な お 、 支 柱 の 長 さ の 基 準 と な
る 「 人 の 背 丈 」 と は 、 例 え ば 、 通 常 、 ゴ ミ 収 集 作 業 を 行 う 成 人 男 子 の 平 均 的 な 身 長 を い う
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 箱 形 フ レ ー ム の 前 面 に 人 が 立 っ た ま ま 通 れ る 出 入 口 を 有 す る の で 、 ゴ ミ 保 管 庫 へ
の 出 入 り が 容 易 に で き る の で 、 ゴ ミ 出 し や ゴ ミ 収 集 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た
、 出 入 口 を 除 く 箱 形 フ レ ー ム の 側 面 及 び 天 井 面 の 開 口 を 覆 う 仕 切 材 を 有 す る の で 、 出 入 口
以 外 で の 出 入 り を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 出 入 口 を 開 閉 す る 扉 が 昇 降 式 の カ ー テ ン な の で 、 軽 量 か つ 丈 夫 な 構 造 に す る こ と
が で き る 。 ま た 、 出 入 口 の 上 方 に あ っ て 昇 降 式 カ ー テ ン を 昇 降 駆 動 す る た め の 駆 動 手 段 を
備 え る の で 、 出 入 口 の 開 閉 扉 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 昇 降 式 カ ー テ ン の 最 下 部
を 出 入 口 底 部 で ロ ッ ク す る カ ー テ ン ロ ッ ク 手 段 を 備 え 、 カ ー テ ン ロ ッ ク 手 段 に よ り 昇 降 式
カ ー テ ン の 最 下 部 を 出 入 口 底 部 で ロ ッ ク で き る の で 、 カ ラ ス 等 の 鳥 獣 や 不 法 投 棄 を し よ う
と す る 者 が 出 入 口 の 昇 降 式 カ ー テ ン を 捲 り 揚 げ て ゴ ミ 保 管 庫 内 に 侵 入 す る こ と を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 仕 切 材 が 網 板 材 に よ り
構 成 さ れ る 。 こ こ で 、 網 板 材 と は 、 フ ェ ン ス ネ ッ ト 、 ラ ス 網 等 を い う 。 こ の よ う な 構 成 に
よ れ ば 、 ゴ ミ 保 管 庫 内 の 通 気 が よ く 、 臭 気 が 籠 も っ た り 、 カ ビ 等 の 細 菌 の 繁 殖 を 自 然 に 抑
え る こ と が で き る 。 ま た 、 強 度 に 富 み 簡 単 に 壊 れ る こ と が な い 。 ま た 、 仕 切 材 を 鋼 板 に し
た 場 合 に 比 べ 、 軽 量 化 す る こ と が で き 、 ゴ ミ 保 管 庫 の 移 動 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 昇 降 式 カ ー テ ン が ゴ ル
フ 用 ネ ッ ト で あ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 昇 降 式 カ ー テ ン を 、
軽 量 、 丈 夫 か つ 安 価 に 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 昇 降 式 カ ー テ ン の 最 下
部 に 出 入 口 の 横 幅 よ り 長 い バ ー を 備 え 、 こ の バ ー が 昇 降 可 能 に 出 入 口 に 付 設 さ れ 、 駆 動 手
段 に よ り バ ー を 昇 降 さ せ る こ と に よ り 、 昇 降 式 カ ー テ ン を 昇 降 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い
る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 最 下 部 バ ー が 出 入 口 底 部 を 塞 ぐ た め 、 出 入 口 を 容 易 に 閉 扉
す る こ と が で き る 。 ま た 、 カ ー テ ン 昇 降 に バ ー が 重 り に な る た め 、 カ ー テ ン を 張 設 す る こ
と が で き 、 カ ー テ ン の 降 下 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 昇 降 式 カ ー テ ン の 最 下
部 バ ー が 保 護 具 を 備 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 出 入 口 を 通 過
し て い る 時 に 最 下 部 バ ー に 頭 部 を ぶ つ け る こ と が あ っ て も 、 大 事 故 に な ら な い 。 ま た 、 最
下 部 バ ー を 降 下 さ せ る 時 に 出 入 口 底 部 と の 衝 突 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 出 入 口 底
部 と 最 下 部 バ ー の 隙 間 を な く す こ と が で き る 。 な お 、 保 護 具 は 、 帯 ま た は 短 冊 状 の ラ バ ー
や ゴ ム 等 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 昇 降 式 カ ー テ ン の 下 部
に 保 護 パ ッ ト を 有 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 人 が ゴ ミ 保 管 庫
内 に 出 入 り す る 時 に カ ー テ ン 下 部 に 頭 を ぶ つ け る よ う な こ と が あ っ て も 、 大 事 故 に な る こ
と を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 カ ー テ ン を 最 降 下 さ せ て も カ ー テ ン 下 部 や 出 入 口 の 底
部 を 破 損 す る こ と が な い 。 ま た 、 カ ー テ ン 下 部 と 出 入 口 の 底 部 と の 隙 間 を 塞 ぐ よ う に す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 カ ー テ ン ロ ッ ク 手 段 が
、 出 入 口 の 下 部 に 備 わ る ソ レ ノ イ ド ス イ ッ チ に よ り 、 最 下 部 バ ー を ロ ッ ク す る よ う に 構 成
さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 ソ レ ノ イ ド ス イ ッ チ に よ り カ ー テ ン 最 下 部 の バ ー
を 出 入 口 下 部 に ロ ッ ク で き る の で 、 ソ レ ノ イ ド ス イ ッ チ を 解 除 し な い か ぎ り 、 出 入 口 を 開
扉 す る こ と が で き な い 。 よ っ て 、 カ ラ ス 等 の 鳥 獣 や 不 法 投 棄 を し よ う と す る 者 の 侵 入 を 確
実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 カ ー テ ン ロ ッ ク 手 段 の ロ ッ ク お よ び 解 除 の 電 動 化 を 容
易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 昇 降 式 カ ー テ ン の 閉 扉
す る 場 合 に 、 駆 動 手 段 の 駆 動 を 停 止 す る と と も に 、 駆 動 手 段 に 備 わ る 制 動 装 置 を 解 除 し 、
バ ー を 自 重 に よ り 落 下 さ せ る こ と で 、 昇 降 式 カ ー テ ン を 降 下 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 昇 降 式 カ ー テ ン 閉 扉 時 に 駆 動 手 段 を 駆 動 さ せ る 必 要 が な い の
で 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 に よ り バ ッ テ リ の 消 耗 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 昇 降 式 カ ー テ ン が ゴ ル
フ 用 ネ ッ ト で あ っ て 、 ゴ ル フ 用 ネ ッ ト が バ ー を 最 下 部 以 外 に も 備 え 、 ゴ ル フ 用 ネ ッ ト の 縦
糸 に 交 互 に 挟 み 込 む こ と に よ り 、 バ ー を 挿 着 し て い る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な
構 成 に よ れ ば 、 ゴ ル フ 用 ネ ッ ト の 横 の た る み を バ ー が 張 架 す る た め 、 出 入 口 と 昇 降 式 カ ー
テ ン の 隙 間 を 少 な く す る こ と が で き る 。 ま た 、 布 状 の カ ー テ ン に 骨 部 を 持 た せ る こ と が で
き る た め 、 昇 降 式 カ ー テ ン を 頑 丈 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 昇 降 式 カ ー テ ン の 昇 降 が 、
バ ー の 重 み に よ り ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 バ ー を 昇 降 式 カ ー テ ン に 組 み 付 け
る 場 合 に 、 付 設 す る た め の 部 品 を 用 い る こ と な く 有 効 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 駆 動 手 段 が 電 動 で 作 動
し 、 駆 動 手 段 を 電 動 で 作 動 さ せ る た め の ス イ ッ チ を 出 入 口 の 近 傍 に 備 え る よ う に 構 成 さ れ
て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 出 入 口 の 近 傍 に 備 わ る 作 動 ス イ ッ チ を 操 作 す る だ け で
、 昇 降 式 カ ー テ ン の 開 閉 を 電 動 で す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 ゴ ミ 出 し 時 に ゴ ミ を 持 っ
た ま ま 出 入 口 を 開 け る こ と が で き る の で 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 駆 動 手 段 を 電 動 で 作 動
さ せ る た め の ス イ ッ チ が 、 ゴ ミ 保 管 庫 内 に も 備 わ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構
成 に よ れ ば 、 誤 っ て ゴ ミ 保 管 庫 内 に 閉 じ こ め ら れ る よ う な 場 合 が あ っ て も 、 保 管 庫 内 の 作
動 ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と に よ り 、 昇 降 式 カ ー テ ン を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 駆 動 手 段 を 電 動 で 作 動
さ せ る た め の ス イ ッ チ が 、 自 動 復 帰 型 で 、 押 し 続 け て い る 間 に 限 り 、 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 駆 動 手 段 の 作 動 ス イ ッ チ を 操 作 す る
者 が 昇 降 式 カ ー テ ン に 挟 み 込 ま れ る よ う な 事 故 の 発 生 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 駆 動 手 段 作 動 時 に ブ ザ
ー が 鳴 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 カ ー テ ン の 昇 降 に 際 し 、
周 囲 に 注 意 を 喚 起 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 昇 降 式 カ ー テ ン を 出 入
口 の 上 昇 限 界 ま た は 下 降 限 界 で 、 昇 降 式 カ ー テ ン の 昇 降 を 停 止 さ せ る た め の 昇 降 限 界 停 止
手 段 を 備 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 カ ー テ ン の 昇 降 を 上 下 限
で 確 実 に 停 止 す る こ と が で き 、 カ ー テ ン を 昇 降 す る た め の 機 器 等 の 破 損 を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 駆 動 手 段 と カ ー テ ン ロ
ッ ク 手 段 の 作 動 を 週 間 タ イ マ に よ り 制 御 す る こ よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に
よ れ ば 、 ゴ ミ 出 し 日 以 外 の 日 に は 出 入 口 を ロ ッ ク で き 、 ゴ ミ 出 し 日 を 厳 守 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 箱 形 フ レ ー ム の 上 面 に
ソ ー ラ パ ネ ル を 備 え 、 こ の ソ ー ラ パ ネ ル の 給 電 に よ り ゴ ミ 保 管 庫 に 備 わ る 駆 動 系 及 び 制 御
系 の 各 手 段 を 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 ゴ ミ 保 管 庫 に
備 わ る 駆 動 系 及 び 制 御 系 の 各 手 段 を 作 動 す る た め の 電 源 が 不 必 要 に な る た め 、 ゴ ミ 保 管 庫
を 設 置 す る た め に 電 気 工 事 が 不 要 と な る 。 ま た 、 海 辺 等 の 電 気 工 事 が で き な い よ う な 場 所
に も 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 は 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 昇 降 式 カ ー テ ン を 手 動
で 可 動 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 給 電 の 停 止 等
に よ り 駆 動 手 段 が 作 動 し な く て も 、 手 動 で 作 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 ま し い 実 施 の 一 形 態 に お い て は 、 コ 字 型 囲 壁 を 有 す る ゴ
ミ 置 き 場 を 改 修 す る た め に 設 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、
マ ン シ ョ ン 等 の 集 合 住 宅 に す で に 設 置 さ れ て い る コ 字 型 囲 壁 を 有 す る ゴ ミ 置 き 場 を 、 本 発
明 の ゴ ミ 保 管 庫 に 容 易 に 改 修 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 に よ れ ば 、 鳥 獣 に よ る ゴ ミ の 散 乱 や 不 法 投 棄 を 防 止
で き 、 し か も 、 軽 量 、 か つ 、 丈 夫 な 出 入 扉 を 備 え る 構 造 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 既 成
の コ 字 型 囲 壁 を 有 す る ゴ ミ 置 き 場 を 容 易 に 改 修 で き る 。 従 っ て 、 安 価 、 軽 量 、 丈 夫 か つ 安
全 を 特 徴 と す る 好 適 な ゴ ミ 保 管 庫 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 に 、 こ の 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 好 適 な 実 施 の 一 形 態 を 添 付 図 面 に 従 っ て 詳 細 に 説 明 す
る 。 尚 、 以 下 に 説 明 す る 実 施 の 形 態 は 、 本 発 明 の 一 例 を 示 す も の に 過 ぎ ず 、 本 発 明 に 係 る
ゴ ミ 保 管 庫 の 及 ぶ 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 の み に よ っ て 特 定 さ れ る こ と は 言 う ま で
も な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 の 全 体 図 を 図 １ に 示 す 。 ゴ ミ 保 管 庫 １ は 、 箱 形 部 ２ と 、 昇 降 式 カ ー
テ ン 部 ３ と 、 昇 降 駆 動 部 ４ と 、 制 御 盤 ５ と 、 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ６ と 、 を 有 し 、 コ 字 型 囲
壁 １ ８ １ を 有 す る ゴ ミ 置 き 場 １ ８ ０ に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 箱 形 部 ２ は 、 フ レ ー ム 部 ２ ａ と 仕 切 部 ２ ｂ と か ら 構 成 さ れ る 。 フ レ ー ム 部 ２ ａ は 、 ゴ ミ
置 き 場 １ ８ ０ の ４ 隅 に 立 設 し 、 人 の 背 丈 、 例 え ば 、 成 人 男 子 の 平 均 的 な 身 長 で あ る １ ７ ０
ｃ ｍ よ り も 高 い 支 柱 ２ ｃ と 、 支 柱 間 の 上 端 部 に 架 設 さ れ る 長 梁 材 ２ ｄ 及 び 短 梁 材 ２ ｅ と 、
長 梁 材 ２ ｄ を 補 強 す る た め の 中 央 支 柱 ２ ｆ と 、 中 央 支 柱 ２ ｆ の 上 端 部 間 に 架 設 さ れ る 中 央
梁 材 ２ ｇ と を 有 す る 。 こ れ ら の 支 柱 及 び 梁 材 は 留 め 具 ２ ｈ に よ り 一 体 に 組 み 付 け ら れ 長 方
体 を 形 成 し て い る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 仕 切 部 ２ ｂ は 、 フ ェ ン ス ネ ッ ト 等 の 網 板 材 に よ り 構 成 さ れ 、 フ レ ー ム 部 ２ ａ に よ っ て 形
成 さ れ る 開 口 に お い て 、 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ と 昇 降 駆 動 部 ４ が 配 設 さ れ る 出 入 口 ２ ｉ 及 び
制 御 盤 ５ が 配 設 さ れ る 制 御 盤 取 り 付 け 面 ２ ｊ 以 外 の 各 開 口 に 留 め 具 ２ ｈ を 介 し て フ レ ー ム
部 ２ ａ と 一 体 と な る よ う に 組 み 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 １ 正 面 の 構 成 を 図 ２ に よ り 、 詳 細 に 説 明 す る 。 ゴ ミ 保 管 庫 １
の 正 面 は 、 ゴ ミ 置 き 場 １ ８ ０ の コ 字 型 囲 壁 １ ８ １ 開 口 面 に 該 当 し 、 道 路 等 に 面 し て ゴ ミ を
出 し 入 れ で き る よ う に 、 出 入 口 ２ ｉ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 出 入 口 ２ ｉ は 、 一 方 の 支 柱 ２ ｃ と 中 央 支 柱 ２ ｆ と 長 梁 材 ２ ｄ に よ り 形 成 さ れ 、 昇 降 式 カ
ー テ ン 部 ３ と 筐 体 に 収 納 さ れ た 昇 降 駆 動 部 ４ が 配 設 さ れ て い る 。 な お 、 出 入 口 ２ ｉ の 幅 Ｗ
は 、 人 が 一 人 以 上 通 れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 他 方 の 支 柱 ２ ｃ 、 中 央 支 柱 ２ ｆ 、
長 梁 材 ２ ｄ 及 び 支 柱 ２ ｃ と 中 央 支 柱 ２ ｆ を 補 強 す る 補 強 材 ２ ｋ に よ り 形 成 さ れ た 開 口 は 、
仕 切 材 ２ ｂ が 留 め 具 ２ ｈ を 介 し て 組 み 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ は 、 カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ と 、 バ ー ３ ｂ ａ 、 ３ ｂ ｂ 、 ３ ｂ ｃ 、 ３ ｂ ｄ
（ 以 下 、 ま と め て バ ー ３ ｂ と 言 う 。 ） と を 有 す る 。 カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ は ゴ ル フ 用 ネ ッ ト
等 か ら な り 、 出 入 口 ２ ｉ と 同 一 幅 で 若 干 長 く 形 成 さ れ い る 。 ま た 、 バ ー ３ ｂ は 、 カ ー テ ン
ネ ッ ト ３ ａ の 編 み 目 よ り も 小 さ い 断 面 の 棒 材 で 、 特 に 強 度 と 重 量 の 関 係 か ら ア ル ミ 管 材 が
よ り 最 適 で あ り 、 幅 Ｗ よ り 若 干 長 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ に カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ と バ ー ３ ｂ の 組 み 付 け 図 を 示 す 。 バ ー ３ ｂ は 、 図 ３ に 示 す よ
う に カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ の 縦 糸 を 交 互 に く ぐ る よ う に 組 み 付 け ら れ て い る 。 特 に 、 図 ３ に
示 す よ う に 、 バ ー ３ ｂ と 縦 糸 の 組 付 け を 、 縦 糸 を ３ 本 を 同 一 面 に し た 後 、 １ 本 を 反 対 面 に
な る 比 率 で 交 互 に バ ー ３ ｂ に 組 み 付 け る と 、 カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ の 昇 降 時 に カ ー テ ン ネ ッ
ト ３ ａ の か ら み を 効 果 的 に 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 バ ー ３ ｂ は 、 水 平 に カ ー テ ン ネ ッ
ト ３ ａ を 略 等 分 す る よ う に 配 置 さ れ 、 カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ の 左 右 端 に ビ ス ３ ｃ で 止 着 さ れ
て い る 。 カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ の 左 右 端 部 内 側 に ワ イ ヤ ３ ｄ を 備 え 、 ワ イ ヤ ３ ｄ は バ ー ３ ｂ
に 形 成 さ れ て い る 貫 通 孔 ３ ｅ を 通 っ て 、 最 下 部 の バ ー ３ ｂ ａ で 、 抜 け な い よ う に 留 め 具 ３
ｆ に よ り 止 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 図 ４ に 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ の 昇 降 形 態 に つ い て 示 す 。 ま ず 、 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３
の 閉 扉 し た 状 態 を （ ａ ） に 示 す 。 出 入 口 ２ ｉ の 底 部 に 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ が 接 す る よ う に 、
ワ イ ヤ ３ ｄ は 調 整 さ れ て い る 。 こ こ で 、 他 の バ ー ３ ｂ ｂ 、 ３ ｂ ｃ 、 ３ ｂ ｄ は 、 カ ー テ ン ネ
ッ ト ３ ａ を 等 分 す る よ う に 止 着 さ れ て い る の で 、 出 入 口 ２ ｉ を 等 分 す る よ う に 並 列 す る 。
こ の た め 、 カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ は 、 バ ー ２ ｂ に よ り 張 架 さ れ て い る た め 、 出 入 口 ２ ｉ を 撓
む こ と な く 閉 扉 す る こ と が で き る 。 　 次 に 、 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ を 開 扉 し て い る 状 態 を （
ｂ ） に 示 す 。 ワ イ ヤ ３ ｄ を 引 き 上 げ る と 、 留 め 具 ３ ｆ に よ り 止 着 さ れ て い る 最 下 部 バ ー ３
ｂ ａ が 上 昇 す る と と も に 、 同 時 に 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ 上 部 の カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ ａ が 折 り 畳
ま れ て 引 き 上 げ ら れ る 。 さ ら に 、 ワ イ ヤ ３ ｄ を 引 き 上 げ る と 、 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ 上 部 の カ
ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ ａ に よ り バ ー ３ ｂ ｂ が 引 き 上 げ ら れ る と と も に 、 カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ ｂ
が 折 り 畳 ま れ て 引 き 上 げ ら れ る 。 こ の よ う に 、 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ 上 の カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ
は 、 折 り 畳 ま れ な が ら 上 昇 し 、 バ ー ３ ｂ ｂ 、 ３ ｂ ｃ 、 ３ ｂ ｄ は 折 り 畳 ま れ た カ ー テ ン ネ ッ
ト ３ ａ に よ り 引 き が 揚 げ ら れ 、 出 入 口 ２ ｉ は 開 扉 さ れ る 。 な お 、 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ に ラ バ
ー 等 の 保 護 具 （ 図 示 省 略 ） を 付 設 し て も よ い 。 こ の こ と に よ り 、 開 扉 時 に 、 最 下 部 バ ー ３
ｂ ａ に 頭 を ぶ つ け る よ う な こ と が あ っ て も 事 故 に な る よ う な こ と が な い 。 ま た 、 昇 降 式 カ
ー テ ン 部 ３ を 降 下 さ せ る 場 合 に も 、 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ が 出 入 口 ２ ｉ 底 部 に 衝 突 す る こ と が
な い 。 ま た 、 出 入 口 ２ ｉ 底 部 と 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ の 隙 間 を 保 護 具 に よ り 塞 ぐ こ と が で き る
。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ と 出 入 口 ２ ｉ の 組 み 付 け 構 造 を 図 ５ ， ６ ， ７ に よ り 説 明 す る
。 図 ２ に 示 す 出 入 口 ２ ｉ 下 部 の 支 柱 ２ ｃ の 断 面 Ａ － Ａ を 図 ５ に 示 す 。 図 に 示 す よ う に 、 最
下 部 バ ー ３ ｂ ａ は 、 端 部 に 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ５ １ を 備 え 、 こ の 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ５ １
を 挟 ん で 支 柱 ２ ｃ と 補 助 支 柱 ５ ２ が 立 設 す る 。 な お 、 図 ２ に 示 す 出 入 口 ２ ｉ 下 部 の 中 央 支
柱 ２ ｆ の 断 面 Ｄ － Ｄ を 図 ６ に 示 す よ う に 、 中 央 支 柱 ２ ｆ に お い て も 支 柱 ２ ｃ と 同 様 に 、 バ
ー ３ ｂ ａ の 他 端 部 に 備 わ る 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ５ １ を 挟 ん で 中 央 支 柱 ２ ｆ と 補 助 支 柱 ６ ２
が 立 設 す る 。 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ は 、 こ れ ら の 支 柱 間 を 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク を 介 し て 、 バ ー
３ ｂ ａ は 昇 降 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 補 助 支 柱 ５ ２ 下 部 に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ソ レ ノ イ ド プ ラ ン ジ ャ ５ ３ が 備 え ら れ て い
る 。 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 中 央 支 柱 ２ ｆ と 補 助 支 柱 ６ ２ の 間 に 、 ソ レ ノ イ ド プ ラ ン ジ
ャ ６ ３ が 備 え ら れ て い る 。 こ れ ら の ソ レ ノ イ ド プ ラ ン ジ ャ ５ ３ 、 ６ ３ の ピ ン ５ ４ 、 ６ ４ が
突 出 し て い る 状 態 で 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ５ １ を 上 昇 さ せ る と ピ ン ５ ４ 、 ６ ４ が 当 接 す る た
め 、 最 下 部 の バ ー ３ ｂ ａ を 引 き 上 げ る こ と が で き な い 。 な お 、 ピ ン ５ ４ 、 ６ ４ の 先 端 は 図
５ ， ６ に 示 す よ う に 斜 設 さ れ て い る た め 、 ピ ン ５ ４ 、 ６ ４ が 突 出 し て い る 状 態 で 、 上 方 か
ら 出 入 口 ２ ｉ 下 部 に 向 け て 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ５ １ 、 ６ １ を 降 下 す る こ と は で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 支 柱 ２ ｃ 下 部 に は リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ５ ５ が 設 け ら れ 、 昇 降 ガ
イ ド ブ ロ ッ ク ５ １ が 接 触 す る と 、 最 下 部 バ ー ３ ｂ が そ れ 以 上 降 下 し な い よ う に 制 御 さ れ る
。 ま た 、 図 ７ は 、 出 入 口 ２ ｉ 上 部 の 支 柱 ２ ｃ 断 面 Ｇ － Ｇ （ 図 ２ 参 照 ） を 示 す 図 で あ る が 、
図 に 示 す よ う に 支 柱 ２ ｃ と 補 助 支 柱 ５ ２ の 間 に は 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ７ １ が 備 わ り 、 昇 降
ガ イ ド ブ ロ ッ ク ５ １ が 接 触 す る と 、 最 下 部 バ ー ３ ｂ が そ れ 以 上 、 上 昇 し な い よ う に な っ て
い る 。 な お 、 最 下 部 バ ー ３ ｂ の 上 昇 限 度 は 、 例 え ば 成 人 男 子 の 平 均 的 身 長 程 度 以 上 に な る
よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 図 ８ 及 び ９ に 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク の 実 施 形 態 に つ い て 示 す 。 図 に 示 す よ う に 昇 降
ガ イ ド ブ ロ ッ ク ５ １ 、 ６ １ は 、 鍔 部 ８ １ 、 ９ １ と 、 摺 動 部 ８ ２ ， ９ ２ と 、 ね じ 穴 ８ ３ 、 ９
３ と 、 バ ー 挿 入 孔 ８ ４ 、 ９ ４ と か ら な る 。 バ ー 挿 入 孔 ８ ４ 、 ９ ４ に は バ ー ３ ｂ が 挿 入 さ れ
、 止 め ね じ 等 を ね じ 穴 ８ ３ に 締 め 込 ん で 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ５ １ 、 ６ １ と バ ー ３ ｂ と を 固
定 し て い る 。 鍔 部 ８ １ は バ ー ３ ｂ が 、 横 方 向 に 揺 動 す る こ と を 防 止 し 、 摺 動 部 ８ ２ ， ９ ２
は 、 支 柱 ２ ｃ と 補 助 支 柱 ５ ２ の 間 ま た は 中 央 支 柱 ２ ｆ と 補 助 支 柱 ６ ２ 間 を 昇 降 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 昇 降 駆 動 部 ４ は 、 出 入 口 ２ ｉ の 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ 上 方 に 備 わ り 、 長 梁 材 ２ ｄ に 固 定 さ
れ て 、 駆 動 手 段 １ ０ ０ を 覆 う 筐 体 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 駆 動 手 段 １ ０ ０ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 主 な 装 置 と し て モ ー タ １ ０ １ と 、 プ ー リ ー 機
構 １ ０ ２ と 、 シ ャ フ ト １ ０ ３ と 、 電 磁 ブ レ ー キ １ ０ ４ と 、 を 備 え る 。 モ ー タ １ ０ １ は 、 図
１ １ に 示 す よ う に 短 梁 材 ２ ｅ 下 部 に 設 置 さ れ て い る 。 プ ー リ ー 機 構 １ ０ ２ は 、 モ ー タ １ ０
１ の 駆 動 軸 １ ０ １ ａ と 連 動 す る タ イ ミ ン グ プ ー リ ー １ ０ ２ ａ と 、 シ ャ フ ト １ ０ ３ と 連 動 す
る タ イ ミ ン グ プ ー リ ー １ ０ ２ ｂ と 、 こ れ ら を 連 結 す る タ イ ミ ン グ ベ ル ト １ ０ ２ ｃ か ら な り
、 モ ー タ １ ０ １ の 回 転 を シ ャ フ ト １ ０ ３ に 伝 動 す る 。 シ ャ フ ト １ ０ ３ は 、 支 柱 ２ ｃ と 補 助
支 柱 ５ ２ の 間 及 び 中 央 支 柱 ２ ｆ と 補 助 支 柱 ６ ２ の 間 で 回 転 自 在 に な る よ う に 、 軸 受 １ ０ ５
を 介 し て 軸 受 把 持 部 材 １ ０ ６ に よ り 把 持 さ れ て い る 。 シ ャ フ ト １ ０ ３ に 備 わ る ワ イ ヤ 巻 き
取 り 部 １ ０ ３ ａ に は ワ イ ヤ ３ ｄ が 、 最 下 部 の バ ー ３ ｂ が ほ ぼ 水 平 に な る よ う に 左 右 の 長 さ
が 調 整 さ れ て 巻 着 さ れ 、 シ ャ フ ト １ ０ ３ の 回 転 に よ り ワ イ ヤ ３ ｄ が 巻 き 取 ら れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 電 磁 ブ レ ー キ １ ０ ４ は 、 シ ャ フ ト １ ０ ３ と 連 動 す る と と も に タ イ ミ ン グ プ ー リ ー
１ ０ ２ ｂ を 覆 う ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ４ ａ に 着 設 さ れ 、 シ ャ フ ト １ ０ ３ の 回 転 を 制 動 す る 。 な お
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、 シ ャ フ ト １ ０ ３ の 先 端 に は 四 角 柱 状 の 突 起 １ ０ ３ ｂ が あ り 、 手 動 開 閉 ハ ン ド ル １ ０ ７ に
備 わ る 四 角 孔 １ ０ ７ ａ と 嵌 合 し て 、 シ ャ フ ト １ ０ ３ を 手 動 で 回 転 す る こ と が で き る 。 故 障
等 に よ り モ ー タ １ ０ １ が 駆 動 し な い 場 合 で も 、 ブ レ ー キ 解 除 ス イ ッ チ （ 図 示 省 略 ） を 操 作
す る こ と に よ り 、 電 磁 ブ レ ー キ １ ０ ４ と ソ レ ノ イ ド プ ラ ン ジ ャ ５ ３ ， ６ ３ を 解 除 さ せ 、 手
動 開 閉 ハ ン ド ル １ ０ ５ に よ り シ ャ フ ト １ ０ ３ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 ゴ ミ 保 管 庫 １ の 右 側 面 図 で あ る 図 １ ２ に よ り 、 ゴ ミ 保 管 庫 １ 右 側 面 の 構 成 を 説 明
す る 。 図 に 示 す よ う に 、 ゴ ミ 保 管 庫 １ 右 側 面 の 下 半 部 は ゴ ミ 置 き 場 １ ８ ０ の 囲 壁 １ ８ １ に
よ り 、 仕 切 さ れ て い る 。 囲 壁 １ ８ １ の 上 方 近 傍 に は 支 柱 ２ ｃ を 補 強 す る 補 強 梁 材 １ ２ １ が
留 め 具 ２ ｈ を 介 し て 組 み 付 け ら れ て い る 。 こ の 補 強 梁 材 １ ２ １ と 短 梁 材 ２ ｅ の 中 央 部 は 、
留 め 具 ２ ｈ を 介 し て 補 強 支 柱 １ ２ ２ が 架 設 さ れ て い る 。 こ の 補 強 支 柱 １ ２ ２ の 出 入 口 ２ ｉ
に 近 傍 の 左 開 口 に は 、 制 御 盤 ５ を 着 設 す る た め の 鋼 板 １ ２ ３ が 留 め 具 ２ ｈ を 介 し て 支 柱 ２
ｃ 、 短 梁 材 ２ ｅ 、 補 強 梁 材 １ ２ １ 及 び 補 強 支 柱 １ ２ ２ に 組 み 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 補 強
支 柱 １ ２ ２ の 右 開 口 は フ ェ ン ス ネ ッ ト ２ ｂ に よ り 、 仕 切 さ れ て い る 。 鋼 板 １ ２ ３ に は 制 御
盤 ５ と 昇 降 駆 動 部 ４ が 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 昇 降 駆 動 部 ４ の 右 側 面 は モ ー タ １ ０ １ や プ
ー リ ー 機 構 １ ０ ２ を 覆 っ て い る 。 こ の 昇 降 駆 動 部 ４ の 右 側 面 に は 、 シ ャ フ ト １ ０ ３ を 手 動
で 動 か す た め の 手 動 開 閉 ハ ン ド ル １ ０ ７ を シ ャ フ ト １ ０ ３ の 突 起 １ ０ ３ ｂ に 組 み 付 け る た
め の ふ た ４ ａ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 制 御 盤 ５ は 、 出 入 口 ２ ｉ の 近 傍 で あ る 左 側 面 に 昇 降 ス イ ッ チ 収 容 部
１ ３ １ と ブ ザ ー 発 信 源 １ ３ ２ を 備 え 、 右 側 面 に は 外 部 非 常 停 止 ス イ ッ チ １ ３ ３ を 備 え る 。
ま た 、 背 面 に は 、 内 部 昇 降 ス イ ッ チ 収 容 部 １ ３ ４ と 内 部 非 常 停 止 ス イ ッ チ １ ３ ５ を 備 え 、
こ れ ら は ゴ ミ 保 管 庫 の 内 部 か ら 操 作 で き る よ う に な っ て い る 。 こ ら ら の ス イ ッ チ に よ り 、
モ ー タ １ ０ １ や 電 動 ブ レ ー キ １ ０ ４ へ の 通 電 が 制 御 さ れ 、 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ の 昇 降 が 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 ゴ ミ 保 管 庫 １ の 平 面 図 を 図 １ ４ に 示 す 。 図 に 示 す よ う に 長 梁 材 ２ ｄ 、 短 梁 材 ２ ｅ
、 中 間 梁 材 ２ ｇ 、 中 間 梁 材 ２ ｇ と 短 梁 材 ２ ｅ を 補 強 す る 補 強 梁 材 ２ ｌ に よ り 形 成 さ れ た 開
口 に 留 め 具 ２ ｈ に よ り フ ェ ン ス ネ ッ ト ２ ｂ が 組 み 付 け ら れ て い る 。 フ ェ ン ス ネ ッ ト ２ ｂ の
上 部 に は 、 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ６ が 備 わ っ て お り 、 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ６ に よ り 発 電 さ れ
た 電 気 は 制 御 盤 ５ 近 傍 に 備 わ る バ ッ テ リ ー ７ に 充 電 さ れ る 。 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ６ に よ り
発 電 さ れ た 電 気 及 び バ ッ テ リ ー ７ に 充 電 さ れ た 電 気 は 、 ゴ ミ 保 管 庫 １ に 備 わ る 駆 動 系 及 び
制 御 系 の 装 置 の 作 動 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 １ に 備 わ る 駆 動 系 及 び 制 御 系 の 装 置 の 作 動 に つ い て 説 明 す る
。 ま ず 、 閉 扉 し た 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ を 開 扉 す る 作 動 に つ い て 説 明 す る 。 昇 降 ス イ ッ チ 収
容 部 １ ３ １ に 備 わ る 上 昇 ス イ ッ チ （ 図 示 省 略 ） を 操 作 し 、 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ６ に よ っ て
発 電 さ れ た 電 気 又 は バ ッ テ リ ー ７ に 充 電 さ れ た 電 気 を モ ー タ １ ０ １ 、 電 動 ブ レ ー キ １ ０ ４
、 ソ レ ノ イ ド プ ラ ン ジ ャ ５ ３ ， ６ ３ 及 び ブ ザ ー 発 信 源 １ ３ ２ に 給 電 す る 。 給 電 さ れ た モ ー
タ １ ０ １ は 駆 動 軸 １ ０ １ ａ を 回 転 さ せ 、 プ ー リ ー 機 構 １ ０ ２ を 介 し て シ ャ フ ト １ ０ ３ に 回
転 を 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 給 電 さ れ た 電 動 ブ レ ー キ １ ０ ４ は 、 ブ レ ー キ を 解 除 し 、 シ ャ フ ト １ ０ ３ の 回 転 を 自 在 に
す る 。 よ っ て 、 シ ャ フ ト １ ０ ３ は 、 プ ー リ ー 機 構 １ ０ ２ を 介 し て 伝 達 し た 駆 動 軸 １ ０ １ ａ
の 回 転 に 連 動 し て 回 転 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 シ ャ フ ト １ ０ ３ が 回 転 す る と ワ イ ヤ 巻 き 取 り 部 １ ０ ３ ａ に 巻 着 さ れ た ワ イ ヤ ３ ｄ が 巻 き
取 ら れ 、 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ の 最 下 部 に 備 わ る バ ー ３ ｂ ａ が 上 昇 す る 。 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ
を ロ ッ ク す る ソ レ ノ イ ド プ ラ ン ジ ャ ５ ３ ， ６ ３ に つ い て も 給 電 さ れ る た め 、 ピ ン ５ ４ 、 ６
４ が 作 動 し 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ の ロ ッ ク が 解 除 さ れ る 。 こ の た め 、 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ は 上 昇
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で き 、 カ ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ が 連 動 し て 上 昇 し 、 出 入 口 ２ ｉ が 開 扉 す る 。 ま た 、 ブ ザ ー 発 信
源 １ ３ ２ は 給 電 に よ り ブ ザ ー を 鳴 動 す る 。 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ が 上 限 ま で 上 昇 す る と 最 下 部
バ ー ３ ｂ ａ の 端 部 に 備 わ る 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ５ １ が リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ７ １ に 接 触 す る 。
リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ７ １ は 給 電 回 路 を 遮 断 し 、 電 動 ブ レ ー キ １ ０ ４ に よ り シ ャ フ ト １ ０ ３ が
制 動 さ れ る た め 、 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ の 上 昇 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 に 、 開 扉 し た 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ を 閉 扉 す る 作 動 に つ い て 説 明 す る 。 昇 降 ス イ ッ チ 収
容 部 １ ３ １ に 備 わ る 降 下 ス イ ッ チ を 操 作 し 、 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ６ に よ っ て 発 電 さ れ た 電
気 又 は バ ッ テ リ ー ７ に 充 電 さ れ た 電 気 を 電 動 ブ レ ー キ １ ０ ４ 及 び ブ ザ ー 発 信 源 １ ３ ２ に 給
電 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 給 電 さ れ た 電 動 ブ レ ー キ １ ０ ４ は ブ レ ー キ を 解 除 し 、 シ ャ フ ト １ ０ ３ の 回 転 を 自 在 に す
る 。 シ ャ フ ト １ ０ ３ に 巻 着 し て い る ワ イ ヤ ３ ｄ の 作 動 が 可 能 と な る た め 、 カ ー テ ン ネ ッ ト
３ ａ 及 び バ ー ２ ｂ は 自 重 に よ り 降 下 す る 。 ワ イ ヤ 巻 き 取 り 部 １ ０ ３ ａ に 巻 着 さ れ た ワ イ ヤ
３ ｄ が 解 か れ 、 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ の 最 下 部 に 備 わ る バ ー ３ ｂ ａ が 下 降 す る 。 す る と 、 カ
ー テ ン ネ ッ ト ３ ａ が 連 動 し て 降 下 し 、 出 入 口 ２ ｉ が 閉 扉 す る 。 よ っ て 、 モ ー タ を 反 転 し な
く て も 閉 扉 で き 節 電 を す る こ と が で き る 。 ま た 、 ブ ザ ー 発 信 源 １ ３ ２ は 給 電 に よ り ブ ザ ー
を 鳴 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ が 下 限 ま で 下 降 す る と 最 下 部 バ ー ３ ｂ ａ の 端 部 に 備 わ る 昇 降 ガ イ ド ブ
ロ ッ ク ５ １ が リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ５ ５ に 接 触 す る 。 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ５ ５ は 給 電 回 路 を 遮 断
し 、 電 動 ブ レ ー キ １ ０ ４ に よ り シ ャ フ ト １ ０ ３ が 制 動 さ れ る た め 、 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ の
降 下 が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 作 業 者 が 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ に 挟 ま れ る こ と が な い よ う に 、 上 昇 ま た は 下 降 ス イ
ッ チ は 自 動 復 帰 型 に な っ て い て 、 操 作 し 続 け な い と 連 続 し て 通 電 し な い 。 ま た 、 ゴ ミ 保 管
庫 １ に 内 部 に 備 わ る 内 部 昇 降 ス イ ッ チ 収 容 部 １ ３ ４ の 上 昇 及 び 下 降 ス イ ッ チ と 内 部 非 常 停
止 ス イ ッ チ １ ３ ５ を 操 作 し て も 、 昇 降 ス イ ッ チ 収 容 部 １ ３ １ の 上 昇 及 び 下 降 ス イ ッ チ と 内
部 非 常 停 止 ス イ ッ チ １ ３ ３ を 操 作 し た 場 合 と 同 様 の 作 動 が 行 わ れ る 。 ま た 、 週 間 タ イ マ ー
を 給 電 回 路 に 設 置 し 、 ゴ ミ 出 し 日 に の み 給 電 さ れ る よ う に し て 、 ゴ ミ 出 し 日 に の み 昇 降 式
カ ー テ ン 部 ３ が 開 閉 す る よ う に も で き る 。 ま た 、 故 障 等 何 ら か の 理 由 に よ り 昇 降 式 カ ー テ
ン 部 ３ が 電 動 で 作 動 し な い 場 合 に は 、 ブ レ ー キ 解 除 ス イ ッ チ （ 図 示 省 略 ） を 操 作 す る こ と
に よ り 、 電 動 ブ レ ー キ １ ０ ４ の ブ レ ー キ が 解 除 さ れ 、 ソ レ ノ イ ド プ ラ ン ジ ャ ５ ３ ， ６ ３ の
ピ ン ５ ４ 、 ６ ４ が 作 動 し て 最 下 部 バ ー ３ ｂ の ロ ッ ク も 解 除 さ れ る 。 こ の た め 、 シ ャ フ ト １
０ ３ の 回 転 が 自 在 に な り 、 手 動 開 閉 ハ ン ド ル １ ０ ５ を シ ャ フ ト １ ０ ３ の 突 起 １ ０ ３ ｂ に 組
み 付 け 、 手 動 開 閉 ハ ン ド ル １ ０ ５ を 回 転 す る こ と に よ り 、 昇 降 式 カ ー テ ン 部 ３ を 開 扉 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 以 上 の 動 作 に つ い て の リ レ ー に よ る シ ー ケ ン ス 回 路 の 構 成 を 示 す ラ ダ ー 図 を 図 １ ５ に 示
す 。 こ の シ ー ケ ン ス 回 路 図 は 、 通 常 の シ ー ケ ン ス 記 号 を 用 い て 表 さ れ て い る の で 当 業 者 で
あ れ ば 、 当 然 理 解 す る こ と が で き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 に つ い て 、 好 ま し い 実 施 形 態 を 示 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 に
係 る ゴ ミ 保 管 庫 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 範 囲 で 種
々 の 変 更 実 施 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の ゴ ミ 保 管 庫 は 、 カ ラ ス 等 の 鳥 獣 に よ る ゴ ミ の 散 乱
や 不 法 投 棄 を 有 効 に 防 止 し 、 し か も 、 出 入 扉 を 軽 量 、 か つ 、 丈 夫 に す る こ と が で き 、 特 に
既 成 の コ 字 型 囲 壁 を 有 す る ゴ ミ 置 き 場 を 容 易 に 改 修 で き る ゴ ミ 保 管 庫 と し て 好 適 に 利 用 で
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き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　
【 図 １ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 の 全 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 に 備 わ る カ ー テ ン ネ ッ ト と バ ー の 組 み 付 け を 示 す 概 略 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 の 昇 降 式 カ ー テ ン 部 の 昇 降 形 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 の 出 入 口 下 部 の 支 柱 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 の 出 入 口 下 部 の 中 央 支 柱 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 の 出 入 口 上 部 の 支 柱 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 に 備 わ る 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 に 備 わ る 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 に 備 わ る 駆 動 手 段 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 に 備 わ る 駆 動 手 段 の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 に 備 わ る 制 御 盤 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 ゴ ミ 保 管 庫 の リ レ ー に よ る シ ー ケ ン ス 回 路 の 構 成 を 示 す ラ ダ ー 図 で あ る
。
【 図 １ ６ 】 従 来 の ご み 集 積 用 囲 体 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の ご み 集 積 用 囲 体 の 実 施 例 の 出 入 扉 を 開 放 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 従 来 の コ 字 型 囲 壁 を 有 す る ゴ ミ 置 き 場 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 １ 　 ゴ ミ 保 管 庫
　 ２ 　 箱 形 部
　 ２ ａ 　 フ レ ー ム 部
　 ２ ｂ 　 仕 切 部
　 ２ ｃ 　 支 柱
　 ２ ｄ 　 長 梁 材
　 ２ ｅ 　 短 梁 材
　 ２ ｆ 　 中 央 支 柱
　 ２ ｇ 　 中 央 梁 材
　 ２ ｈ 　 留 め 具
　 ２ ｉ 　 出 入 口
　 ２ ｊ 　 制 御 盤 取 り 付 け 面
　 ３ 　 昇 降 式 カ ー テ ン 部
　 ３ ａ 　 カ ー テ ン ネ ッ ト
　 ３ ｂ ， ３ ｂ ａ ， ３ ｂ ｂ ， ３ ｂ ｃ ， ３ ｂ ｄ 　 バ ー
　 ３ ｃ 　 ビ ス
　 ３ ｄ 　 ワ イ ヤ
　 ３ ｆ 　 留 め 具
　 ４ 　 昇 降 駆 動 部
　 ４ ａ 　 ふ た
　 ５ 　 制 御 盤
　 ６ 　 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル
　 ５ １ ， ６ １ 　 昇 降 ガ イ ド ブ ロ ッ ク
　 ５ ２ ， ６ ２ 　 補 助 支 柱
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　 ５ ３ ， ６ ３ 　 ソ レ ノ イ ド プ ラ ン ジ ャ
　 ５ ４ ， ６ ４ 　 ピ ン
　 ５ ５ ， ７ １ 　 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ
　 ８ １ ， ９ １ 　 鍔 部
　 ８ ２ ， ９ ２ 　 摺 動 部
　 ８ ３ ， ９ ３ 　 ね じ 穴
　 ８ ４ ， ９ ４ 　 バ ー 挿 入 孔
　 １ ０ ０ 　 駆 動 手 段
　 １ ０ １ 　 モ ー タ
　 １ ０ １ ａ 　 駆 動 軸
　 １ ０ ２ 　 プ ー リ ー 機 構
　 １ ０ ２ ａ ， １ ０ ２ ｂ 　 タ イ ミ ン グ プ ー リ ー
　 １ ０ ２ ｃ 　 タ イ ミ ン グ ベ ル ト
　 １ ０ ３ 　 シ ャ フ ト
　 １ ０ ３ ａ 　 ワ イ ヤ 巻 き 取 り 部
　 １ ０ ３ ｂ 　 突 起
　 １ ０ ４ 　 電 磁 ブ レ ー キ
　 １ ０ ４ ａ 　 ブ ラ ケ ッ ト
　 １ ０ ５ 　 軸 受
　 １ ０ ６ 　 軸 受 把 持 部 材
　 １ ０ ７ 　 手 動 開 閉 ハ ン ド ル
　 １ ０ ７ ａ 　 四 角 孔
　 １ ２ １ 　 補 強 梁 材
　 １ ２ ２ 　 補 強 支 柱
　 １ ２ ３ 　 鋼 板
　 １ ３ １ 　 昇 降 ス イ ッ チ 収 容 部
　 １ ３ ２ 　 ブ ザ ー 発 信 源
　 １ ３ ３ 　 外 部 非 常 停 止 ス イ ッ チ
　 １ ３ ４ 　 内 部 昇 降 ス イ ッ チ 収 容 部
　 １ ３ ５ 　 内 部 非 常 停 止 ス イ ッ チ
　 １ ６ １ 　 ご み 集 積 用 囲 体
　 １ ６ ２ 　 囲 い 本 体
　 １ ６ ３ 　 出 入 扉
　 １ ６ ４ 　 天 板
　 １ ６ ５ 　 太 陽 電 池
　 １ ６ ６ 　 取 手
　 １ ６ ７ 　 施 錠 規 制 ボ ッ ク ス
　 １ ７ １ 　 集 積 さ れ た 各 種 の ご み
　 １ ７ ２ 　 出 入 口
　 １ ７ ３ 　 掛 合 枠
　 １ ８ ０ 　 ゴ ミ 置 き 場
　 １ ８ １ 　 コ 字 型 囲 壁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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